四合院の空間利活用に関する研究 : 党家村四合院の利用現状について by 魏 小娥 & Xiao E Wei
論文 Article 
25 
四合院の空間利活用に関する研究 
―党家村四合院の利用現状について― 
魏 小娥* 
【要旨】 
北京、西安など大都市の四合院は、1949年の解放以来、多数の家族の居住による床面積の不足から、院
子への増築が乱雑に行われ、院落内の環境が悪化してきた。この住環境を改善すべく、大規模な単位でク
リアランスが行われ、中高層集合住宅群に建て替えられている。こうした状況の中、北京の豊盛地区、西
安の徳福巷といった伝統的四合院群が破壊されてきた。一方、農村地区では大都市のような建て替え現象
が起こらなかったため、現在に至っても伝統的な四合院が居住機能を果たしてきた。また、伝統的四合院
の町並み・空間を活かし、新たな居住文化を醸成しようとしている。その体表的な事例が党家村の四合院
である。しかし、現在の韓城党家村の多くの若者たちが党家村を離れ、都市に出稼ぎに出る現象が増えつ
つある。多くの住居が空き家となり、空き家問題が生じている。この結果、その地域では、居住機能が失
われつつある。このような状況の中、伝統文化を活かした新たな居住方式を探るためには、空き家の活用
方策の検討が重要な課題となっている。 
本研究では、党家村四合院を研究対象として、調査分析を行い、居住機能を活かした観光・体験型の将
来性を考察し、党家村四合院の空間利活用のあり方を探る目的である。 
 
キーワード：党家村、四合院、保全制度、空間利活用  
 
1はじめに 
四合院に関する調査論文は 1990年代から日本建築学会、日本都市計画学会などで発表さ
れるようになった。西安四合院に関する研究では、大西国太郎（1993、1994、1995）によ
る徳福巷を研究対象とした論文が挙げられる。大西（1993）の論文では徳福巷地区におけ
る町並み景観を維持する視点で方法を検討し、当時の住居形態、保存形態を明らかにした。
大西（1994）の論文では徳福巷地区における町並み景観の保存と住環境の改善を両立させ
る方策を検討し、コミュニティー機能をもつ院子の利用変化を明らかにした。大西（1995）
の論文では徳福巷地区における町並みを活かし、保存再生の手法を検討し、3つの保存再生
手法の長所・短所を明らかにした。 
北京四合院に関する研究では、上北恭史（2005）は豊盛地区四合院住区を対象とした共
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同居住の現状に関する論文が挙げられる。また、北京をフィールドとした都市研究は、筑
波大学と清華大学との共同研究が挙げられる。その成果として『北京の四合院：過去・現
在・未来』という本が 2008年に出版された。 
一方、韓城党家村四合院に関する研究としては、青木正夫（1994、1995）による韓城地
区の集落および住宅を研究対象とした論文が挙げられる。青木（1994）の論文では対象地
区の集落及び四合院住宅の特徴を明らかにした。青木（1995）の論文では韓城地区の各寨
の関係及び四合院住宅の居住形式の特徴を明らかにした。 
しかしながらこれまで、四合院の空き家を利用し、利活用の重要性と利用のマネジメン
トに関する研究は見当たらない。本研究では、党家村・四合院を対象とし、これまでの先
行研究資料を参考しつつ現地調査を行い、利用状況の把握と利活用の重要性及び空き家の
マネジメントの考察を行うことを目的とする。 
 
2研究方法 
 
本研究は①インタビュー調査②調査票による聞き取り調査③既存資料と実査による調
査を行い、その内容を整理することにより、韓城党家村四合院の利用現状を明らかにした。
具体的には、調査日は 2011年 9月 7日から 9月 16日。インタビュー調査では党家村村民
委員会、韓城城市管理局、元党家村の対外接待係などの方々にインタビューして、調査対
象の変遷を把握した。 
次に表 1 で示す調査項目に基づき、表 2 で示す調査内容で調査した。なお、本研究は
党家村の旧村を対象とし、新村についての調査は対象外としている。 
表 1調査項目 
項目 
家族構成 大家族・小家族 等 
四合院の形式 一進式・二進式・三進式など 
四合院内部の利用区分 寝室・客室など 
四合院の利用形態 住宅・非住宅・空き家 
保存地区における変化 改築＆増築 
集落の変化 人口＆産業 
その他 保全政策＆制度 
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表 2調査内容 
   
1 家族構成＆職業
2 四合院の形式
3 平面図＆利用状況
4 家族の寝室状況
5 接客の部屋状況
6 来客の宿泊状況
7 改築・新築状況
8 収入源
9 保存地区になって以来、どんな影響がある
10 将来のお住まいについて
11 居住は風水を考慮するか。
12 自由記入
 
  出所：表 1と表 2は先行資料を基に筆者が作成したもの 
 
3研究対象の概要 
 
3.1党家村の周辺 
図 1に示すように、党家村は西安の東北部、渭南地区・韓城市・西庄鎮に属し、東方 3
㎞で黄河に達する。村が立地する自然環境
の特質は黄河、黄土と気象条件、わけても
北西風に求めることができる。深い所では
300mから 400mにも達する黄土は垂直の
層を持ち、自然の浸食や人工開削にも崩壊
しにくい。一方、北西の恒常風はこの黄砂
を多く累積してきた。この地域を南下する
黄河は、100㎞足らずで直角に東進し、古
来、洪水による被害と沃土をもたらしてき
た。市の北 30㎞には禹王の治水門がある。                                    
図 1 党家村の位置 
 
西安→韓城→党家村 
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3.2党家村 
 党家村は党氏と賈氏の両族を中心とし、他の族系は僅かな村である。党氏は公元 1331年
頃、陝西省朝邑県から、党家村に到来し現在まで農業を中心とした生業を営んでいる。一
方、賈氏は 1368 年頃山西省洪洞県から来て韓城を拠点として商業を営んでいた。1495 年
頃党氏と婚姻関係を結び、1525年頃に党家村に移住してきた。 
清時代は荒田を開拓する耕作制度が進められた結果、農業を生業とした党氏の族は村周
囲の荒田を開拓してきた。これに対して、商業を生業とした賈氏は有限な耕作地に限界を
感じ、祖先の商業を継続し貿易の道を選んだ。その後、党氏と一緒に「合興発」という商
号を創立し、日常用品の商売を始めた。さらに、木材、陶器、お茶、薬、などの卸業も始
め、陝西省から南、北などの広域に至って、商売が繁盛した。 
1796年頃党家村は商業を中心とした経済形態になり、農業を兼業とする生業が形成され
るようになった。同時に、商売から得た富で土地を買い始め、多くの四合院建築が建設さ
れ、現在のような規模を形成させた。 
党家村は旧村（本村と泌陽堡）と新村によって構成される。旧村は明、清時代に形成さ
れ、新村は 1980年代以降形成された村である。 
党家村は南北約 2,000ｍ、東西 800ｍである。居住面積は 123,600㎡である。農業用地は
1,420,000万㎡である。旧村では清時代に建てられた四合院は約 120院落が残されている。 
現在の人口は表 3で示している。全村は 1,464人である。農業人口は全人口の 95％で、
1,394人である。または農業人口における労働力は全人口の 44％で 650人である。 
表 3  党家村の人口状況 
人口 戸数 農業人口 
村建
築隊 
外出
労務 
その
他 
合計 農業 
非農
業 
合計 新村 旧村 
戸均
人口 
労働
力 
職工 
1，464 1，394 70 416 216 200 3.5 650 32 
5 240 14 
出所：2011年 9月党家村村民委員会のデータを基に、筆者作成 
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4調査結果 
4.1四合院の利用と公開 
表 4 は宿泊可能な四合院を表すものである。全部は 28 か所で、72 の部屋が備え、昔の
炕と現代のベッドの数を合わせると、300弱の来客が受け入れる。村の会計係の話によると、
近年、西安の建築系、芸術系の大学生が党家村を実習先として利用している。そこで、ホ
テルより安い料金の家族賓館が開設されたという。 
表 4  党家村家族賓館一覧表 
NO 門楣 部屋数 ベッドの数 炕 受入人数
1 康楽居 3 10 4 12
2 和為貴 2 10 10
3 謙和謹 5 14 8 22
4 孝第慈 3 8 4 12
5 凝瑞気 2 6 3 9
6 陸鄰 1 6 6
7 無 2 6 4 10
8 忠厚 3 2 8 10
9 詩節第 3 4 8 12
10 詩節第 2 2 4 6
11 耕讀第 2 5 2 7
12 耕讀第 2 4 4 8
13 唐泰安 2 4 4 8
14 吉旦安 2 8 8
15 謙和恭謹 2 4 4 8
16 詩書第 2 2 4 6
17 無 2 5 5
18 家和萬事興 2 6 4 10
19 万福鴻 3 6 4 10
20 無 2 7 7
21 碧宇生輝 3 10 3 13
22 謙恭和 2 10 10
23 家和萬事興 3 3 6 9
24 耕読 3 9 4 13
25 無 3 11 4 15
26 勤倹居 3 10 4 14
27 無 5 15 8 23
28 無 3 10 4 14
72 197 102 297合計  
出所：2011年 9月党家村村民委員会のデータを基に、筆者作成 
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表 5 は公開されている四合院を示している。観光客が自由にその敷地内に入って見学
することができる。1 番、3 番、5 番、8 番、9 番は伝統的な農具、道具、家具を展示して
いるだけではなく、居住としても用いられている。2 番、4 番、6 番、7 番、その他は展示
のみである。 
観光客の希望により、ガイドつきの案内がある。ガイド料は見学料と合わせて 40元であ
る。その料金の四分の一はガイドの収入となる。 
表 5 公開している四合院 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他
名称 家訓展覧 賈家分銀院 民俗展覧
党家分
銀院 廻廊房 民国建築 一棵印 老院 書画展 祠堂
居住有無 有 無 有 無 有 無 無 有 有 無  
出所：調査資料を基に筆者作成 
 
4.2保存に至る経緯と保存制度 
保存に至る経緯を次に述べる。 
 
図 2 張り出している文書と公示 
出所：党家村村民委員会より 
許可された工程文書 住民向けの募集公示 
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青木正夫が 1990年代初めに西安冶金建築学院で建築計画学について集中講義を行い、よ
り理解を深めてもらうために連合調査を提案したことに始まる。都市、都市近郊、農村の 3
地域を対象とする目標とし、対象地は中国側に選定してもらった結果、農村では党家村が
選定された。 第 1次 1990年、第 2次 1991年陝西省建築学会、西安冶金建築学院、韓城
市建設局などを含めて総勢 50 名にも及ぶ大調査となった。その調査の結果、1993 年党家
村が重点旅行地に指定された。さらに、2002年党家村が中国歴史文化名村に指定された。 
2006年党家村は中国重点文物保存対象となり、四合院を保護し修理する事業が始まった。 
陝西省古建設計研究所が 2006年 8月第一次の修理設計を担当した。 
図 2 は村委員会の公示欄に張り出している工事許可と四合院の公開を募集した公示に関
する文書である。工事許可の内容は国家文物局が党家村の申請した修復計画を承認したも
のである。許可した年は 2009年である。公示は住民が居住している四合院を公開する募集
公示である。公示日は 2011年である。 
 
4.3党家村村民委員会 
中国の村民委員会とは、村長、副村長、会計係などの役員によって構成される地方組織
である。それぞれの役職は 3年ごとに改選する。 
党家村村民委員会は観光に関する管理と観光で得た所得を住民に配分する。その配分金
額は観光所得から 1人あたり 100元で年末に配分する。同時に開放している四合院に 1戸
当たり 1000元を配分する。観光所得の一部は地方税収の一つとして国に納める。残りは管
理維持費用、ガイドの基本給料、チケット販売員の基本給料、などに支出する。 
党家村村民委員会はガイドの育成、管理の責任を負う。会計係によると、現在ガイドは 7
人で、他のチケット販売などを合わすと 15人がいるという。また、近年村の若者に限定せ
ず、公募するようになっているという。 
 現在、入場料以外に駐車場料金を設定していない。今後、有料化にするかどうかは未定
である。入場料金しか収入が得られない状態が続けば、利益分配より静かな生活を臨む四
合院の持ち主が増えると考えられる。 
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4.4調査した四合院のまとめ 
本節では、四合院の位置関係、旧来の使い方、開口位置、廂房の様式、保存状況、居住
形態、などの 6項目にまとめた。まず、四合院の各部位の名称を図 3に示した。 
 
その各部位の元の利用方を表 6に示す。表 6旧来の使い方 
 
 
  
 
 
 
党家村四合院の旧来の使い方は門房を年輩者の寝室とし、右廂を厨房とし、左廂を晩輩・
息子夫妻の寝室とし、庁房を来客の宿泊室とする規則がある。今回調査した 55件の事例で
は、全て旧来の使い方と同じではなかったが、多数以上は旧来の使い方を維持している。 
次は門の開口位置を紹介する。今回調査した門の開口位置は図 4に示す。南側と東側開
口が中心としている。特に南側の片側に開口するケースが 29件である。南側の中央に門を
設ける事例が少なく 4件である。また中央に門を設ける場合、必ず中門を作っている。村
の老人によると、その理由は古くから風水を考慮し、作った中門であるという。 
位置 住む対象 
門房 老人又は夫婦 
右廂房 厨房 
左廂房 子供 
庁房 来客 
③ 
 
② ③ 
④ 
①  
図 3 各部位の名称 
① 門房 
② 右廂房 
③ 左廂房 
④ 庁房 
⑤ 照壁 
⑤ 
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       表 7門の開口位置 
 
 
 
 
 
 
三つ目は廂房の様式と片側廂房の部屋数を紹介する。 
 図 5で示している２つのタイプの廂房がある。Ａは東側が西側より高いタイプである。 
 
Ｂは同じであるタイプである。Ａタイプは写真１を参考する、Ｂタイプは写真 2 を参考す
る。またＡタイプは東側に内部の中間部に板で区切りをし、2層式となるタイプである。 
南面の右側 29 
南面の中央 4 
東面の北側 9 
南面の左側 13 
合計 55 
A「東高西低」の様式 B：南と北が同じ様式 
図 5 廂房・A&B様式 
北 
南面に右側開口 南面の中央に開口 
東側に入口 
図 4 門の開口位置図 
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さらに、今回調査した四合院の片側廂房の数を見ると、表 8で示しているように、4つの
タイプがある。それは１室、2 室、3 室、4 室といったタイプである。2 室タイプの廂房が
一番多いが、４室タイプの四合院は１件しかなかった結果である。 
表 8 片側廂房の数 
  
 
 
 
 
 
四つ目は保存の状況と居住形態を紹介する。 
 表 9に示すように、55件のうち 11件は元の様式を保っている。一部改築は 23件である。
新築は 11件である。修理中、危険家屋、その他を合わせると 10件である。 
表 9保存状況 
 無改築 一部改築 新築 修理中 危険家屋 その他 合計 
戸
数 
11 23 11 3 5 2 55 
 
表 10で示しているように、党家村の居住形態は昔の居住形態を保ち、いくつかの世代を共
同居住している。 
1室 4 
2室 36 
3室 9 
4室 1 
合計 55戸 
写真 1と 2  2011年 9月 筆者撮影 
写真 1 東房が西房より高いＡ様式 写真 2 南房と北房が同じＢ様式 
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表 10 居住形態 
4世代居住 2 
3世代居住 28 
2世代居住 15 
1世代居住 4 
その他 6 
合計 55戸 
五つ目は保存地区と住民生活の関係を紹介する。表 11に示すように、保存地区に指定さ
れて以来、影響が「ある」と答えたのは 35件である。影響が「ない」または「わからない」
と答えたのはそれぞれ 10件である。その他の意見を見ると観光事業による影響がある。ま
た観光で村を興す期待する意見もある。一方、観光以外に農業に対する政府への意見もあ
る。 
表 11 保存地区による影響＆その他の意見 
ある ない 分からない
回答 35 10 10
観光客が来て、自分たちの私生活に影響した。
村の教育事業に失望している。
観光業の発展が遅い。
今の生活は不便が多いため、新村に移住したほうがいい。
年金のような制度は退職工人だけでなく、農民にも適用すべきだ。
影響
そ
の
他
の
意
見
合計
55
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5空間利用事例 
居住のみの事例と居住兼宿泊施設の事例を紹介する。 
5.1居住のみとしての利用事例 
居住のみとしているこの世帯の四合院は世帯主の話によると、以前公開していたため、
奥の庁房にその一族から教師になった人、（国民党）軍人になった人、または大学の教授に
なった人、などの写真を展示している。現在は 4人家族で 3世代居住している。 
表 12 A氏の基本情報 
世帯主 家族構成 職業 収入源 増改築歴
A氏 4人 退職工人 退職金　　農業オートバイ修理 ない
基本情報
 
写真3　入口 写真4　庁房
写真5庁房内の展示様子
写真6　台湾との関係を
意味する対聯
 
写真 3-6 2011年 9月 筆者撮影 
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5.2居住兼宿泊施設の事例 
 この事例は今回調査の宿泊先である。世帯主は売店を経営しながら、宿泊施設も経営し
ている。同時に農業を兼業している。この院落は以前の四合院が残らず、2006年改築され
た院落である。 
表 13 B氏の基本情報 
世帯主 家族構成 職業 収入源 増改築歴
B氏 5人 自営業 　　農業　　　売店経営宿泊施設　飲食経営 ある
基本情報
 
写真7　入口 写真8　院子
写真9　客房 写真10　客房の様子
写真11　娯楽風景 写真12　客用食卓
     
写真 7-12 2011年 9月 筆者撮影 
 
 
WEI: Space Utilization of Shiheyuan in China 
 38  
6．問題と課題 
 
今回の調査を通じ、老朽化した四合院、空き家になった四合院があることが確認された。
また写真 3から写真 8四合院は観光ルートから外れたものである。 
一方、観光施設として利用される四合院にも問題が存在する。特にトイレを含めて水回
りの衛生状態は良くない。 
 今後、空き家問題、老朽化した院落をどう補修していくかといった課題、または観光を
発展させるために宿泊の質の向上に関する意識をどう高めるかという課題が挙げられる。 
 
 
写真 16 崩れた道 写真 17崩れた崕面 写真 18 荒廃した祠堂 
写真 16-18：2011年 9月 筆者撮影 
写真 13 院子に雑草が生えた四合
写真 13-15 2011年 9月 筆者撮影 
写真 15 崩壊しそうな四合院 
写真 14 荒廃した四合院 
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7．まとめ・考察 
今回の調査研究では、居住されている四合院、公開されている四合院における利用の実
態調査を行った。その件数は 55世帯である。ここでは明らかになったことをまとめ、考察
した内容を述べる。 
現在の居住者の多くが高齢者であると同時に、後継ぎをする人は少なくて空き家になり
つつある問題、または老朽化している空き家問題では、特に注意して至急保存・利用する
必要がある。 
大きな駐車場が整備されているにもかかわらず、利用されないケースが見られる。また
村の行事などが開催される時に、入口から中日記念広場までの路上において多数の無断駐
車が発生する。一方、多くの観光客は交通手段を持たない現状に対して、公共交通が対応
できていない。 このように公共交通の整備が必要であり、韓城から近隣の観光地まで手
軽に観光できる交通整備が必要である。今後、交通整備と駐車場利用の両方の機能を高め
るため、関係者が協議をしていく必要があるだろう。 
宿泊としての機能では、清潔感が足りないということについて今後「清潔感」と「トイ
レ・水回り」の整備を必要がある。 
空き家を観光と宿泊施設として利用していくためには、設備の整備、利用上の制約条件
などについて多くの関係者が協議をしていく必要がある。 
 現在は党家村村民委員会が保全事業の主体となって進めている。しかし、それだけでは
四合院の保全事業を完遂することは難しいと思われる。今後空き家、交通整備、駐車場利
用、宿泊施設の質の向上などの課題を解決するため、行政と民間が共同して保全事業を進
めていく必要があると考えられる。または新たな第三セクターを創立し、そのセクターを
中心に党家村村民委員会と住民がそのセクターの活動に協力して、党家村四合院の保全事
業における課題を解決する方法もある。 
 
 
 
謝辞 
本研究は補注 1）の研究として実施が可能となったものであり、助成を頂いた関西学院大学及び協力者に謝
意を表すものである。 
 
WEI: Space Utilization of Shiheyuan in China 
 40  
参考文献 
日中連合民居調査団（1992）『党家村―中国北方の伝統的農村集落―』 
世界図書出版公司北京分公司出版 
大西国太郎（1995）「中国西安市歴史地域にみる街並み景観の変化に関する研究」 
日本都市計画系論文集 
青木正夫 
上北恭史（2005）「北京市豊盛地区四合院地区における共同住居の状況」 
日本建築学会計画系論文集  
北京四合院研究会（2008）『北京の四合院：過去・現在・未来』中央公論美術出版社 
 
補注 1：本論文は 2011年関西学院大学 大学院海外研究助成金で得た資料を基に作成したものである。 
  
KGPS Review No. 15, November 2011 
 
41 
A case study on utilization of traditional house  
―Utilization of Shiheyuan in Dangjia of village, China― 
 
Xiao e WEI 
 
Graduate School of Policy Studies 
Kwansei Gakuin University  
  
Abstract: 
Since 1949, Shiheyuan of house was being changed by the illegal enlargement in Beijing and Xian, 
as result of house environment turned worse. Clearance is carried out of a large scale unit in order to 
improve. Shiheyuan was demolished and rebuilt in the class of medium and high level apartment. In that 
time, traditional house group has been destroyed on Fengshen of Beijing and Defuxiang of Xian.  
The other, Shiheyuan of farm village was not happened rebuilt such as Beijing and Xian, as result 
of house is using. Again, the house of Shiheyuan is alive and going to breed new residence culture.  For 
example is Dangjia of village. However, many youths of Dangjia of village leave their hometowns to get 
work from city and living there. Many houses of Shiheyuan become the unoccupied house and issue of 
unoccupied house. Thus, issue of unoccupied house becomes the important point and the policy about a 
new method utilized for traditional house.  
The purpose of this paper was to examine that tourist and problem on traditional house, through the 
case study conducted on utilization of Shiheyuan in Dangjia of village, China. 
 
Keywords: DangJia of Village, Shiheyuan, preservation system, utilization of space  
 
